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C38を用い、 Granular Blue (GB) による逆行標識を併用して、末梢神経移植による軸索再生細胞と軸索を再生して
いないが生存してる網膜神経節細胞を区別し、それらの数、分布および細胞体の大きさについて比較検討した。
【方法、ならびに成績】
成熟したフェレットの網膜神経節細胞を GB で予め逆行性に標識しておき、二日後に網膜の伸展標本で C38モノク
ロナル抗体免疫染色を行った。網膜の中心部と周辺部で別々に調べたところ、 C38で染色された細胞の90%以上が逆
行標識された網膜神経節細胞であることが確認された。また、 C38抗体によって染色された細胞の網膜伸展標本上の
































本研究は我々が開発した網膜神経節細胞を特異的に認識するモノクロナル抗体C38を用い. Granular Blue (GB) 
による逆行標識を併用して、末梢神経移植による軸索再生細胞と軸索を再生していないが生存している網膜神経節細
胞を区別し、それらの数、網膜内分布および細胞体の大きさについて詳しく検討し、次の結果を得た。 1 )成熟した
フェレットの網膜においてC38 抗体はほとんど全ての網膜神経節細胞を特異的に染色する。 2 )末梢神経を移植し
たフェレットの網膜では多くの小型、中型の神経節細胞が生存し、その生存率は網膜周辺部で特に高くなっているo
3) 網膜中心部、周辺部ともに生存しかっ軸索再生した神経節細胞は大型細胞の割合が高い。これらの結果から、末
梢神経移植により、視神経切断による網膜神経節細胞の細胞死を防ぎ、従来考えられてきた以上に、視神経の軸索再
生を促進させうる可能性が示された。従って今後、神経栄養因子の眼球内投与との併用によって視覚機能をより大幅
に回復できる可能性がでてきた。
以上、本研究は、高等動物の網膜-視神経系において、末梢神経移植が多くの網膜神経節細胞の細胞死を防ぎ、視
神経の軸索再生を促進させうる可能性を証明したものであり、よって学位の授与に値するものと考えられる。
